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医師臨床研修制度の到達目標・評価の在り方に関する
ワーキンググループについて

○ 医道審議会医師分科会医師臨床研修部会報告書（平成 25年 12月 19日）（以下、「部

会報告書」という。）において、到達目標とその評価については、人口動態や疾病構造

の変化等の観点から、その内容を見直す必要があるとの指摘があり、今次見直し（平成

27年度適用）ではなく、次回見直し（平成 32年度適用）に向け、別途、臨床研修部会

の下に検討の場を設けることとなったところ。

○ これを受け、厚生労働省において「医師臨床研修制度の到達目標・評価の在り方に関

するワーキンググループ」を設置し、到達目標とその評価の在り方に関し、部会報告書

において指摘された方向を踏まえ検討を進めていくこととなった。（開催要綱及び構成

員名簿については別添の通り）

○ 本ワーキンググループにおけるスケジュールは以下の通りであり、別途行われている

厚生労働科学研究※と適宜連携して、検討を進めることとしている。

（スケジュール）

平成２６年度 ○第１回ワーキンググループ（平成２６年８月２０日）

・今後の進め方について

・到達目標・評価の在り方に関する論点について 等

○第２回ワーキンググループ

・研究班※からの中間報告を踏まえ、さらなる論点の検討

・平成 27年臨床研修修了者アンケート調査内容の検討 等

平成２７年度 ○第３回ワーキンググループ（平成２７年４月以降）

・研究班からの最終報告等を踏まえ、ヒアリング等を行い、

到達目標・評価の在り方について検討

（以降、月に１度程度開催）

平成２８年度中 ・ワーキンググループにおけるとりまとめ

・医師臨床研修部会に報告

平成２９年度～ ・医師臨床研修部会にて審議

平成３２年度 ・見直しの適用

※平成 26年度厚生労働科学研究

「医師臨床研修の到達目標とその評価の在り方に関する研究」（研究代表者：福井次矢）
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（別添）

医師臨床研修制度の到達目標・評価の在り方に関する

ワーキンググループ

開催要綱

１．趣旨

医師臨床研修の実施状況や診療能力の修得状況等を把握し、医道審議会

医師分科会医師臨床研修部会における臨床研修制度の次回の見直しに向

けて、到達目標や評価の在り方についての検討をすることを目的に、本ワ

ーキンググループを開催する。

２．検討課題

○ 臨床研修制度における到達目標の在り方について

○ 臨床研修制度における評価の在り方について 等

３．構成員

（１）別紙に掲げる有識者により構成する。

（２）構成員のうち１人を、座長として互選により選出する。

（３）座長は必要に応じ、関係者の出席を求めることができる。

４．運営等

（１）本ワーキンググループは、原則として公開するとともに、議事録

を作成し公表する。

（２）本ワーキンググループは、医政局長が主催し、その庶務は医政局医

事課で行う。
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（別紙）

医師臨床研修制度の到達目標・評価の在り方に関するワーキンググループ

構成員名簿

氏名 所属・役職

伊野
い の

美幸
み ゆ き

聖マリアンナ医科大学医学部医学教育文化部門教授

大滝
おおたき

純司
じゅんじ

北海道大学大学院医学研究科医学教育推進センター教授

片岡
かたおか

仁
ひと

美
み

岡山大学大学院医歯薬総合研究科地域医療人材育成講座教授

金丸
かねまる

吉
よし

昌
まさ

美郷町地域包括医療局総院長

神野
か ん の

正博
まさひろ

社会医療法人財団董仙会理事長

小森
こ も り

貴
たかし

日本医師会常任理事

清水
し み ず

貴子
た か こ

社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院副院長

高橋
たかはし

弘明
ひろあき

岩手県立中央病院医療研修部長

田中
た な か

雄二郎
ゆうじろう 全国医学部長病院長会議 卒後臨床研修検討ＷＧ委員

東京医科歯科大学理事

中
なか

島
しま

豊
とよ

爾
じ

岡山県精神科医療センター理事長

伴
ばん

信
のぶ

太郎
た ろ う

名古屋大学医学部付属病院総合診療科長

福井
ふ く い

次
つぐ

矢
や

聖路加国際病院長

古谷
ふるたに

伸之
のぶゆき

東京慈恵会医科大学内科准教授

前野
ま え の

哲
てつ

博
ひろ

筑波大医学医療系臨床医学域教授

（五十音順）


